
《安全にご使用いただくために》

　ご使用いただく上で間違った取
扱を行いますと、商品の性能が十分
達成できなかったり、大きな事故に
つながる場合もあります。事故発生
がないようにするためにも必ずこの
取扱説明書を熟読し、内容を十分理
解の上、取り扱って下さい。
　尚、不明な点がございましたら、
弊社へお問い合わせください。

ＰＱＣＰシリーズ
取扱説明書
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　ご使用いただく上で間違った取扱を行いますと、商品の性能が十分達成で
きなかったり、大きな事故につながる場合もあります。事故発生がないよう
にするためにも必ずこの取扱説明書を熟読し、内容を十分理解の上、取り
扱って下さい。
　尚、不明な点がございましたら、弊社へお問い合わせください。

　このたびは、このたびは、このたびは、このたびは、このたびは、弊社の弊社の弊社の弊社の弊社の「「「「「測測測測測長長長長長セセセセセンンンンンサササササ出出出出出力力力力力ユユユユユニニニニニッッッッットトトトトＰＰＰＰＰＱＱＱＱＱＣＣＣＣＣＰＰＰＰＰシシシシシリリリリリーーーーーズズズズズ」」」」」をおをおをおをおをお
選びくださいまして、選びくださいまして、選びくださいまして、選びくださいまして、選びくださいまして、誠にありがとうございます。誠にありがとうございます。誠にありがとうございます。誠にありがとうございます。誠にありがとうございます。

●　一般的な注意事項
・始業または操作時には、当製品の機能及び性能が正常に動作している

ことを確認してからご使用ください。

・当製品が万一故障した場合、他の損害を防止するための十分な安全対

策を施してご使用ください。

・仕様に示された規格以外での使用、または改造された製品について

は、機能及び性能の保証はできかねますのでご留意ください。

・当製品を他の機器と組み合わせてご使用になる場合、使用条件、環境
などにより、機能及び性能が満足できない場合がありますので、十分
ご検討のうえご使用ください。

●　下記の場所を避けて設置してください

・直射日光の当たる場所、周囲温度が０～５０℃の範囲を
越える場所
・温度変化が急激で結露するような場所
・腐食性ガスや可燃性ガスのある場所
・直接振動や衝撃が伝わるような場所・水、油、薬品などの
飛沫がある場所
・ノイズの影響を受けやすい場所

！！！！！ 注意注意注意注意注意
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！！！！！ 注意注意注意注意注意
強　制強　制強　制強　制強　制

！！！！！

　位置データは、電源ＯＦＦ時にはバックアップされません。
　電源ＯＦＦ時にピッチカウントデータを見失うため、検出部を「０」位置
に戻し、電源ＯＮ時「０」設定を実施してください。（異常信号は出力され
ません。）
また、機種により使用できない機能がありますのでご注意ください。
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１．はじめに

　商品をご使用する上で間違った取扱を行いますと、商品の性能が十分達成できな
かったり、大きな事故につながったりします。商品を末永く、安全にご使用いただく
ために、取扱説明書に従った正しい使い方をしてください。
　また、この取扱説明書は商品をご使用する上で重要な書類ですので、大切に保管し
てください。

２．安全にご使用いただくために
２－１　ご使用前に

２－１－１　安全確保のために

　据付け・運転・保守・点検の前には、必ずこの説明書とその他の付属書類をすべて
熟読してからご使用ください。
２－１－２　危険防止のために
　この説明書では、いずれも重要な内容を記載しておりますので必ずお守りくださる
ようお願いいたします。
２－１－３　免責事項
　この取扱説明書に従った正しい使い方をしてください。記載事項を厳守しなかった
り不当な使い方をしますと、商品を破損したり周りの機械の破損、人身事故につなが
ることもあります。この場合の損害等についての責任は負いかねます。

《安全にご使用いただくために》

２－２　取扱上の注意
　本製品は、一般環境での使用を前提に設計されております。防爆仕様ではありませ
んので、可燃性・爆発性ガス等の爆発の危険性がある場所で使用しないでください。
（１）内部には手を触れないでください。感電またはけがの恐れがあります。
（２）アース線は、必ず接地してください。感電の恐れがあります。
（３）移動・配線・保守・点検作業を行う際は必ず電源を切り、作業を行ってください。
（４）水のかかる場所や可燃物の傍では絶対に使用しないでください。火災・故障の

原因となります。
（５）信号線は他の動力線と同一配線内に配線しないでください。動力線からの誘導

電流で誤動作を起こすことがあります。動力線と別系統で配線してください。
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１．各部名称

１－１．フロントパネル

１－１－１．状態表示器
　ａｌｍ　　：本機が異常時点灯します。
　ｈｏｌｄ　：出力更新を停止している時点灯します。

１－１－２．測定部表示器
　指示値、設定値の表示をおこないます。
１－１－３．操作キー部
　各種設定を入力するためのキーです。
１－１－４．多点番号表示器
　多点設定する番号、設定番号の表示をおこないます。

測定部表示器
状態表示部

多点番号表示器 操作キー部
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１２６

６２

１４０

１３０

７５ ６５

１.８

６０

２１５

４－φ３.５

１２４

１－２．リアパネル

１－３．外形寸法

１－３－１．パネルカット寸法

（単位　ｍｍ）

注）リアパネルにコネクタ取付時は、奥行きは最小３００ｍｍ必要です。

４８ピンコネクタ ２４ピンコネクタ

コネクタ式
端子台

（単位　ｍｍ）
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(9)Ｒ１ (5)Ｓ１

(10)Ｒ２

(6)Ｓ３

(7)Ｓ２

(8)Ｓ４

　1　 2　  3　  4　  5　  6　  7　  8　  9　10　11　　

２．接続方法

２－１．測長センサとの接続

２－２．端子台（コネクタ式）接続図

　　１：パルス出力コモン
　　２：パルス出力（Ｚ相出力）
　　３：パルス出力（Ｂ相出力）
　　４：パルス出力（Ａ相出力）
　　５：測長センサ信号（Ｓ１）
　　６：測長センサ信号（Ｓ３）
　　７：測長センサ信号（Ｓ２）
　　８：測長センサ信号（Ｓ４）
　　９：測長センサ信号（Ｒ１）
　１０：測長センサ信号（Ｒ２）
　１１：測長センサシールド

励磁側

出力側１

出力側２

(11)シールド

締め付けネジ

差込口

コネクタ詳細図
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ＡＡＡＡＡ

ＢＢＢＢＢ

ＺＺＺＺＺ

９０°

３６０°(１６μｍ)

２－３．ＡＢＺ相出力

Ａ，Ｂ相は９０゜位相差のパルス信号を出力します。
Ｚ相はセンサ１回転（１ピッチ）に１回”Ｌ”レベルを出力します。
Ａ，Ｂ相のパルス数（幅）は、１０２４（Ｐ／Ｒｅｖ）です。
Ｚ相は１６．３８４ｍｍ毎に１パルス出力します。

弊社の測長センサユニットは、最高速１００mm/sec、分解能１６μ
ｍ/pとなります。
分解能を要求される場合は弊社までご連絡ください。

ＣＣＷ方向移動 ＣＷ方向移動

注）ＡＢＺ相入力は100KPPS以上の高速カウンタを使用願います
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２－４．４８ピンコネクタ配置図および説明

号番ンピ 容内

１ 号信定設トッセ０

２ 号信ドルーホターデ置位

３ 号信除解常異

４ 用使未

５ 用使未

６ 用使未

７ １号信択選

８ ２号信択選

９ ３号信択選

０１ ４号信択選

１１ １ンモコ力入

２１ ２ンモコ力入

６３～３１ 力出ターデリナイバトッビ４２

７３ 力出号信グンミイタ込読

８３ 力出号信常異

０４～９３ 備予

２４～１４ ンモコ力出

ピン４

ピン４７ ピン１

ピン４８ ピン２

型式　ＦＣＮ－３６５ＰＯ４８ＡＧ（富士通製）

ピン４６

ピン４５ ピン３

本体後ろから見た図
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○選択信号１～４
　あらかじめ設定しておいた１４点の上下限値設定の選択を行います。設定
番号と各端子への信号入力との関係は下記の通りです。

○０セット設定信号
　０セット設定信号で入力コモンとショートすることにより、０セット設定
信号を入力します。現在値を「０」に設定します。

○位置データホールド信号
　位置データの出力更新を停止させます。入力コモンとショートすることに
より位置データホールド信号を入力します。

○異常解除信号
　入力コモンとショートすることにより、異常解除信号を入力します。

２－４－１．入力部

多点番号

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４

ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ
ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ

ＯＦＦ ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＦＦ

ＯＦＦ

ＯＦＦ

ＯＦＦ

ＯＦＦ

ＯＦＦ
ＯＦＦＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＦＦ ＯＦＦ
ＯＦＦ ＯＦＦ

ＯＦＦ

ＯＦＦ

ＯＦＦ

ＯＦＦ

ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＮ

ＯＮ

ＯＮ

ＯＮ

ＯＮ

ＯＮ

ＯＮ
ＯＮ

ＯＮ
ＯＮ

ＯＮ
ＯＮ

ＯＮ
ＯＮ

ＯＮ
ＯＮ

ＯＮ
ＯＮ
ＯＮ
ＯＮ
ＯＮＯＮ

ＯＮ ＯＮ
ＯＮＯＮ ＯＮ

選択信号端子と入力コモン端子がショートされた状態をＯＮとし、
入力は無電圧接点入力、オープンコレクタ入力のいずれも可能で
す。

注）注）注）注）注）

選択信号
選択信号１ 選択信号２ 選択信号３ 選択信号４
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２－４－２．出力部

○２４ビットバイナリデータ

１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

２１０

２１１

２１２

２１３

２１４

２１５

２１６

２１７

２１８

２１９

２２０

２２１

２２２

２２３

端子番号　　　 データバス

○異常信号
　センサケーブル断線等、データ異常時出力します。

→ＬＳＢ

→ＭＳＢ

　バイナリデータは２４ビット
で構成され、出力値は±
8388607まで可能ですが、表示
は最大±99999です。負は２の
補数表現（18 ページ参照）と
なっています。
　出力データの最小単位は
0.001mmで、出力値が10進数で
123の場合123*0.001=0.123mm
となります。

注）バイナリーデータ入力装置の応答時間は1ms 以下のユニットを使用願います。
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10 55

H

L(ON)

25 205

H

L(ON)

50 455

H

L(ON)

1)10msec

2)25msec

3)50msec

4)0.5msec

0.5 0.30.2

L
H(ON)

○読込タイミング信号
　読込タイミング信号は、10msec・25msec・50msec・0.5msecの４種類を内
部ディップスイッチで選択できます。
また、表示速度は100msec、サンプリング速度は1msecです。

読込タイミング信号

データ

読込タイミング信号

データ

読込タイミング信号

データ

読込タイミング信号

データ

注）0.5msecの読込タイミング信号は逆になります。
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注）ピン１６、ピン１９～２５は未使用です。

○多点出力信号１～１４（４．多点出力設定方法を参照）
　多点番号で指定した上下限値内にデータがあれば出力します。

○上位選択出力
　上位より指定した多点出力番号の上下限値内にデータがあれば出力します。
上記多点出力信号の同番号は重複して出力されます。

号番ンピ 容内

１ １号信力出点多

２ ２号信力出点多

３ ３号信力出点多

４ ４号信力出点多

５ ５号信力出点多

６ ６号信力出点多

７ ７号信力出点多

８ ８号信力出点多

９ ９号信力出点多

０１ ０１号信力出点多

１１ １１号信力出点多

２１ ２１号信力出点多

３１ ３１号信力出点多

４１ ４１号信力出点多

５１ 力出択選位上

７１ １ンモコ力出

８１ ２ンモコ力出

ピン２４ ピン２２

ピン１ピン３

ピン２

ピン２１ピン２３

ピン４

２－５．２４ピンコネクタ配置図および説明

型式　ＦＣＮ－３６５ＰＯ２４ＡＧ（富士通製）

本体後ろから見た図
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★ ★

★★

★
★

  １　　 ２　　３　　４　  予備　 予備

－ＯＦＦ

２－６．ディップスイッチ配置図および説明

上面４本、後面２本（合計６本）の★印のネジを外す

　感電の恐れががあります！感電の恐れががあります！感電の恐れががあります！感電の恐れががあります！感電の恐れががあります！

　ディップスイッチ変更をされる場合は、必ず電源コンセントを抜いた
状態でカバーを外して下さい。
　

注意注意注意注意注意

後面上面

電源トランス

前面

！！！！！
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○ディップスイッチ１・２
　小数点桁数切替ディップスイッチ

○ディップスイッチ３・４
　読込タイミング信号切替ディップスイッチ

置位桁数小 １チッイスプッィデ ２チッイスプッィデ

0 ＦＦＯ ＦＦＯ

１ ＮＯ ＦＦＯ

２ ＦＦＯ ＮＯ

３ ＮＯ ＮＯ

度速 ３チッイスプッィデ ４チッイスプッィデ

０１ cesm ＦＦＯ ＦＦＯ

５２ cesm ＮＯ ＦＦＯ

０５ cesm ＦＦＯ ＮＯ

cesm5.0 ＮＯ ＮＯ

注）出荷時は、小数点桁数は２桁、読込タイミングは１０msecに設定されて
います。

メモ
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shift ＋
0set

９

hold

res

３．標準機能

３－１．位置データゼロ設定

　位置データは、電源ＯＦＦ時にはバックアップされません。
電源ＯＦＦ時にピッチカウントデータを見失うため、検出部を「０」位置に
戻し、電源ＯＮ時「０」設定を実施してください。（異常信号は出力されま
せん。）
　手動での設定方法は

を押して設定します。

３－２．位置データホールド設定

　位置データの出力更新を停止させ、表示も更新を停止します。
再度押すと再開します。

を押すと

　出力更新を停止している場合は、状態表示部のholdランプが点灯し、実
データ表示時は消灯します。バイナリデータも表示値のまま出力を停止しま
すが、多点出力は実データにて出力します。

３－３．異常リセット

を押すと解除します。

上位信号から設定する場合は、２－３－１を参照してください。
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shift ＋

res

の＋記号は前述のキーを押しながら後述のキーを
押すことにより有効となることを表しています。

キーを押します。

すべての操作を解除し、指示値表示に戻るには

２の補数表現

0000 0000 0000 0000 0010 0101             +37

１の補数を作る（１と０を反転する）
1111 1111 1111 1111 1101 1010

１を加算する
1111 1111 1111 1111 1101 1011             -37

１と０を反転して１を加算すると符号が反転します。
よって、２4ビット目が１の場合、負データとなります
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set ＋ ０ ９～

shift ＋
on

５

set ＋ ０ ９～

shift ＋
off

６

４．多点出力設定方法

４－１．上限値設定

　を押して１～１４までの設定する多点出力番号を選択します。
番号を入力すれば、多点番号表示器に入力した番号が表示され上限値入力の
設定が可能となり、

　最大１４組までの上下限値の設定が行えます。

　テンキーにて設定数値入力後（測定部表示器に表示されます）、

を押して確定します。

４－２．下限値設定

　を押して１～１４までの設定する多点出力番号を選択します。
番号を入力すれば、多点番号表示器に入力した番号が表示され下限値入力の
設定が可能となり、

　テンキーにて設定数値入力後（測定部表示器に表示されます）、

を押して確定します。

　基本的に設定した範囲内にデータがあれば、出力はＯＮします。
上限値、下限値の設定が逆でも可能です。また、上下限値が同じ値
であれば、その値になればＯＮします。すべての設定値がゼロの場
合は実データがゼロになっていれば出力したままです。多点出力の
最小出力時間は５０msecです。
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set ＋

shift ＋
↓

－＋
↑

．

shift

set ＋

shift res＋

shift ＋
setres

＋

を押せば、下限値が表示され、

４－３．多点出力設定値確認方法

出力番号

で上限値表示、

にて下限値表示に切り替わります

４－４．多点出力のデータ消去方法

を押し、多点番号表示器に消去したい番号
が表示されれば、

出力番号

を押せばデータはゼロになります。

４－５．全多点出力のデータ消去方法

　すべての多点出力設定データが消去されますのでご注意下さい、また消去
するのに５秒程度かかります。

を押せば全データはゼロになります。
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上限設定値

下限設定値

上限設定値

下限設定値

上限設定値

下限設定値

多点出力

多点出力

多点出力

４－６．多点出力機能

計測値が設定した上下限値内にあれば出力します。
上下限値の設定は１４点で、選択信号を含むと出力は１５点
可能です。

時間
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　入力端子・コモン間には、無電圧接点（リレーなど）か、オープンコレク
タを入力してください。

　オープンコレクタ出力で、出力端子－出力コモン間の最大印可電圧は５０
Ｖ，５ｍＡです。

５－２．出力回路

５－１．入力回路

注）注）注）注）注）入力コモン端子と出力コモン端子は内部共通ではありません。

マイナス
コモン

入力端子

内部電源

本機内部 外部回路

コモン

出力端子

本機内部 外部回路

５．入出力回路
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６．仕様・その他

６－１．仕様

式型 ＰＣＱＰ

器換変用適 ）ダーコトクダンイアニリ（サンセ置位型導誘気磁

荷負能可ブイラド ｚＨＫ０１／上以Ω５７

スンダーピンイ力入 ΩＫ５約

囲範示表 ± ９９９９９　

能解分
ｍｍ１００．０　）小最（示表

ｍμ１　力出リナイバ
Ｐ／ｍμ６１　力出相ＺＢＡ

度速グンリプンサ 秒／回０００１

度速示表 秒／回０１

式方示表 示表ＤＥＬトンメグセ７

力入御制 ）点接無・点接有（力入圧電無

力出御制 タクレコンプーオＮＰＮ

圧電源電 Ｖ００１ＣＡ １　± ｚＨ０６／０５　％０

度温囲周用使 ℃０５＋～０

度湿囲周用使 ）可不露結（ＨＲ％５８～５３

量質 ｇ００５１約

力電費消 下以ＡＶ８１
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６－２．最低入力時間

　各端子への最低入力時間は、１０ｍｓ以上としてください。
但し、ゼロリセット信号は、ノイズ混入誤動作をさけるため、最低入力時間
は1秒以上となっております。

式型 Ａｅｐｙｔ　ＰＣＱＰ Ｂｅｐｙｔ　ＰＣＱＰ

能機

力出リナイバ
力出相ＺＢＡ
能機示表ターデ置位

力出点多

力出リナイバ
力出相ＺＢＡ
能機示表ターデ置位

号信位上
力入

号信定設トッセロゼ
号信ドルーホターデ置位

号信トッセリ常異
号信択選号番点多

号信定設トッセロゼ
号信ドルーホターデ置位

号信トッセリ常異

ＯＮ ＯＦＦ

１０ｍｓ以上
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６－３．正しくお使いください

■接続について■接続について■接続について■接続について■接続について
○本機への供給電源に大きなノイズがのっている場合には誤動作の原因とな

ります。専用電源、ノイズカットトランス等をご利用ください。

○センサはシールド線を使用し、シールド線は本機端子台１１番へ接続して
ください。

○高圧線や動力線と本機の出力コード等を同一配管されますと誤動作の原因
となります、必ず単独配管としてください。

○端子取付線は、誤動作の原因とならないように確実に差し込んでください。

■接地について■接地について■接地について■接地について■接地について
○本機のフレームグランド（ＦＧ）は強電アースと共用しないで、単独に第
３種接地を行ってください。



－26－

６－４．保証とアフターサービス

■保証期間について■保証期間について■保証期間について■保証期間について■保証期間について
　本機は、厳重な社内検査に合格した製品です。ご購入日から１年間は、弊
社の製造上の問題に起因することが明らかな故障については、無償で修理も
しくは製品を交換いたします。

■保証期間後の修理について■保証期間後の修理について■保証期間後の修理について■保証期間後の修理について■保証期間後の修理について
　修理により機能が維持できる場合は、有償修理いたします。

■サービスを依頼されるとき■サービスを依頼されるとき■サービスを依頼されるとき■サービスを依頼されるとき■サービスを依頼されるとき
　保証期間の内外に関わらず、製品名と製造番号、ならびにできるだけ詳し
い故障内容を、弊社営業部またはお買上げいただきました弊社代理店までお
知らせください。
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ﾊﾞｲﾅﾘ･ｱﾅﾛｸﾞ変換器

7-1.概要
PQCP標準のﾊﾞｲﾅﾘﾃﾞｰﾀをｱﾅﾛｸﾞ変換します。
変換出力は電圧(-10v～0v～10v)と電流(4mA～20mA)出力で、ｽﾊﾟﾝ･ｼﾌﾄ調整
も可能です。

７．オプション

7-2.構成

7-3.外形図

PQCP 本機
電源(24v DC)

位置電圧・電流出力

位置ﾊﾞｲﾅﾘﾃﾞｰﾀ

40

124

15
0
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電源及び出力ｺﾈｸﾀは、PQCP出力ﾕﾆｯﾄのｺﾈｸﾀと同じです（P8参照）。
出力ｺﾓﾝ(COM)は電圧・電流共通となっております。

7-4.接続図

電源ｺﾈｸﾀ

出力ｺﾈｸﾀ

PQCP同等(48ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀ出力)

PQCPから(48ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀ入力)

電源ｺﾈｸﾀ

+24V GND

電圧 COM 電流

出力ｺﾈｸﾀ

48ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀ
　　PQCPの 48ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀ出力を入力後、そのまま出力しております。
　ﾋﾟﾝ配列はP10を参照して下さい。

ｽﾊﾟﾝ調整（ﾗﾌ）

ｽﾊﾟﾝ調整（微調）

ｼﾌﾄ調整

ｽﾊﾟﾝ・ｼﾌﾄ調整ﾎﾞﾘｭｰﾑ
　側面のｻﾗﾋﾞｽ2本を外し、ﾒｸﾗ板を取ると各々調整できます。

注意注意注意注意注意！！！！！

DC24V以外の電源又は逆接続した場合、
故障しますのでご注意願います。

CN1 TB1

TB2CN2
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7-5.仕様

-10v

0v

10v

4mA

20mA

0-MAX Stroke MAX Stroke

位置検出量(mm)

電
流

値
(m

A
) 電

圧
値

(ｖ
）

電流(mA)

電圧(v)

MAX Strokeは、ﾊﾞｲﾅﾘﾃﾞｰﾀを変換しているため、下記の表から選択出来ます。

mm767.23

mm735.56

mm170.131

mm341.262

mm782.425

mm575.8401

出荷調整において、最大ｽﾄﾛｰｸで電圧出力が10v（20mA)に
なるように調整しております。
　　　　　　　　　　（納入時添付の検査調整ﾃﾞｰﾀ参照）
　微調整を行う場合は、後述するｽﾊﾟﾝ･ｼﾌﾄ機能にて調整
して下さい。
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7-6.ｽﾊﾟﾝ機能

7-7.ｼﾌﾄ機能

ｽﾊﾟﾝ機能とは、入力に対する出力の変化量が変更できます。

ｼﾌﾄ機能とは、出力値に任意の値を加算・減算することができます。

出
力

入力

出
力

入力

変換器側面にある、調整ﾎﾞﾘｭｰﾑ（可変抵抗器）を回すことにより変化します。
調整範囲は、-90%～ 200%でﾗﾌ調整用と微調整用のﾎﾞﾘｭｰﾑがあります。

変換器側面にある、調整ﾎﾞﾘｭｰﾑ（可変抵抗器）を回すことにより変化します。
調整範囲は、最大±1%です。




